
 

 

・悪徳商法や消費者トラブルについての講義を聞

いて、玄関を不用意に開けてはいけない。最近は、

公衆の面前で宝石強盗をする時代。自宅内に知ら

ない人を入れたら何をされるかわからないので

注意が必要。 

・認知症の方の免許返納は難しい。免許返納後も

免許証を眺めては「自分はまだ運転はできる」と

いい、運転をしようとしたため、鍵を本人にはわ

からないところに隠して対応したこともありま

した。 

・認知症が疑われた為、専門医の受診を促したが

本人は受診したがらず、健康診断と言い、夫婦で

病院受診をすることで受診に繋がりました。 

今月のオリーブの会は 12名の参加者があり、九州看護福祉大学の実習生による

「熱中症について」の勉強会と座談会を開催しました。 

 

・去年、母の介護を行ったあとに、熱中症にかかりきつい思いをした。今年もなる

のではないかと不安に感じている。 

・妻が入所して一人の生活を送っていたが、自分のことを心配して娘が一緒に生活

するようになり、安心した。 

・熱中症にならないように冷房の入った部屋で過ごす時間が増えている。 

・近所の人から相談されることがあるが、そのような場合、どのように答えると良

いか返答に悩むときがある。（お金についての内容が多い）⇒認知症などの心配

もあるので、包括へ相談するなどの声掛けを行ってはどうか。 

・週に１回程度、夜間に足がつる場合がある。かかりつけ医からは水分を摂るよ

うに指導された。それから水分を摂るように心がけている。心なしか足がつる

事が減ったと思う。 

・妻が家にいる頃は注意する人がいるから、休肝日や飲酒の量に気を付けていた

が、妻が入所や入院してからは 22 時～0 時頃に飲酒するようになり 365 日

毎日飲んでいる。どうしてもお酒がやめれない。⇒飲酒の時間をもう少し早く

することや、ビールは利尿作用があるため、血液がドロドロなりやすい。と助

言あり。夜間、トイレに起きた際にこまめな水分を摂るよう助言があった。 

 


